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                                            自然の恵みで未来をひらく
　3月になってノウルシの赤い芽が見えだしました。オオタカの鳴き声が聞こえ、心地よい
風の吹く中、メンバーが龍づくりに励んでいます。この風景を心に留めておくことが、私の
春まだ浅い時期の降福 (こうふく ) の時間です。
　見沼に伝わる竜神伝説にちなみ、生物多様性のシンボルとしてヨシで龍を作っています。
8代目「龍神・マルコ」( 長さ 16メートル ) が完成しました。毎年作り変えています。メン
バーのアイディアで誕生した「龍神・彩」は今年 3代目で ( 長さ 86メートル ) になりました。
ヨシ原の管理は野焼きが多いですが、ここでは、刈払機でヨシを刈り取りこれらのヨシは龍
の頭や胴体として新たな役割を得ています。伝説や歴史とつながることで、使い道に新たな
風が吹くことを願っています。絵本「見沼の竜」の中にこんな一節があります。

見沼にすむ竜が 「見沼の生きものを助けてください。 工事を中止してください。」 と娘に姿を

変えて役人に頼みました。 役人は 「用水を掘って水をひき、 芝川を広げて水を流す。 見沼

の生きものは立派に生きていかれる。 わかってくれ。」 役人の強い意志を感じ竜は生きものが

たすかるなら、 この工事をみとめてやろうか ? そして自分はどこかへ ・ ・ ・ ・

　絵本の中の話ですが、大切な約束だと思って活動しています。生きものが棲める場所を広
げることがこの時代を生きるものの努めだと思っています。
　カエルの保護をしているメンバーは菜種梅雨がないと嘆いています。おたまじゃくしは水
がないと生きていけないからです。最近、活動のシンボルであるニホンアカガエルの産卵が
確認できません。落ち葉が邪魔だといい木を切り続けていいのでしょうか。木の葉には蒸
散作用があり、湿度を高めてくれます。長い地球の歴史の中で、こんなにも人が自然を変
えていいのでしょうか。自然はつながっています。
　皆が自然の異変に気付いた時では、遅いとの指摘が心に刺さります。エコ . エコ 動画作成
中に「自然の恵みで未来をひらく」という言葉がふいに浮かんできました。拓くではなく
ひらがなの「ひらく」です。もう自然を壊して拓くのではなく、心をひらいて自然と接する
「ひらく」時なのだと思います。何気ない自然の風景があなたの降福の時になってくれます
ように。

                               　 　　アマガエル 2023.3.9オオタカ

文・加倉井範子　2023 年 3月、ニホンアマガエルに会った日に

(　写真・加倉井憲一 ) 
龍神・マルコ



保全作業日

　　　2023 年度前期

 
NPO法人　エコ．エコ

NPO法人エコ．エコは生物多様性の保たれる空間が広がることを活動の目的にしています。

http://eco-minuma.com/ エコ . エコ で検索　　

http://eco-minuma.com/
ホームページ

半年ごとのカレンダーでエコ . エコ の行事をおしらせします。要申し込み

    観察会里山 .com 　YOUTUBE チャンネル登録のお願い

 

実施する場合は
2週間前にホーム
ページで告知します

チャンネル登録で
エコ . エコ の活動
を支援してください

　　　　他の作業日        ( 畑　　　で活動しています )

10 年振り返り動画
　　自然は友達

　環境保全活動
4～9月　8時 30 分開始
　

集合場所　トラスト 1号地
　　　　　あずまや
　2時間程度の活動

　道具等はこちらで準備
　帽子、長袖、長ズボン
　汚れても良い服装で
　
　

○ 祝日 □

4/23( 日 )　春を楽しもう 5/21( 日 ) 昆虫と仲良くなろう

7/23( 日 )　虫ムシみっけ隊
7/29( 土 ) ナイトハイクセミ
　　　　　の羽化を見よう

9/10( 日 ) バッタ選手権

6/10( 土 ) ジャガイモ掘り
　　　　&生きもの探し


